









Journal of Hokkaido Women’s College No. 31 December, 1995 
幼児の生活と健康に関する調査研究
一一一 母親へのアンケート調査より 一一
An Investigation into Infant’s Life and Health 




























年海----.J!glJ 男 !,'. 
6 歳 165 (45. l %) 
5 歳 167(44.5%) 















0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 






































































































伸び，一方で、は， ドー ナツ現象が起って来ると， 交通手段の， 便利さはあるが， 幼稚園での集
団生活から解放された後に問題が残る感がいたした。
図7-1 子どもの遊び（一人遊び）（複数回答）⑤ 子供の遊びについて， 複数回答により， 「1人
。5060 ;:1:0~山。遊び」 と 「集団での遊び」 を見たのが， 図 7 -1 ( 1人

























図7-2 子どもの遊び（集団遊び） ‘ 遊び」 67.1%，「ごっこ遊びJ52. 3%，「TV，ファミコ
（単位名 %) 
O JO 20 30 40 50 60 70 80 90 100 ン遊び」 41.8%が，ベスト 3であるが，何れも男女に大
佐主日目以，：，：，：，：，：日＂＇＂＇＂＇＂＇日 中山山止中山古川J73.6 I 






































図9-3 所持する運動やスポーツ用具 余り差もなく，運動用具が持たれていた。しかし， 所持
o 10 20 30 40 so 60 ~!-1~i' ~0% {o。しているものと， 「好んで遊ぶ」 ものとは違い， 全体で
（単位名： %) 


































図 全体無回答 12 
















































































① 子供達のテレビの視聴は， 程度の差はあるが， 100%であった。 中でも 「余り見ない」
54 東：幼児の生活と健康に関する調査研究




























(32.0%）と， 3位の「ドラエもん」（24.2%）であった。 先の， PTA全国協議会の報告に
よれば，前者の「クレヨンしんちゃん」は，親が子供に見せたくない番組の3位（4.8%）に入っ
ていた番組である。筆者には，番組内容不明の為，これについてのコメン トは出来ない。男女
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図18 テレピゲームを持っていますか あるが，男児では「一人で」と， 「友達とで」が，女児
（単位名拓）
持っている
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ウインナー，ソーセージ，豚肉，焼鳥等々）」 5.3%，「果物（バナナ，キュ イー， レースン，
イチゴ等 ）々」 4.0%等となっていた。更に，7位には 「刺身（イカ，サパ， アジのた














よると， ベスト 5位は， l位「スナック菓子類」39.6%, 2位 「チョ
コレー ト類」 37.6%, 3位 「アメ， キャンディ類」 25.9%,
図28 好んで食べる“おやつ”（複数回答）
（単位品 %) 





































































の方が，相方共に若干高い率を示していたO 又，2回目と しては，15: 00～16 : 00の時間帯で，
16.1 % （男児14.9%，女児17.4%）と，若干ながら女児の方が高かった。 3回目としては， 18





















①子供の就床時刻については（図32），最も多いのが， 21:00-21: 30の時間帯で， 39.6%
（男児39.4%，女児39.8%）と，男女児共ほほ同じであった。次いで， 20:30～21 : 00の時間
帯で， 20.2% （男児19.2%，女児21.3 % ），わずかに女
図32 子どもの起床・就寝時刻について
①就寝時五lj 児の方が多かった。この 1時間の間で，約60% （男児
（午後）～8:30











残り40%の子供達は，20:30迄で12.7%, 21: 30～22: 00 
の聞が16.1 % , 22 : 00以降が， 10.8%と遅い就床組が，
約27%もあった。これに対して，起床時刻を見ると（図
33），最も多いのが，7: 30～ 8 : 00の時間帯で， 38.9%






送迎等による，時間的制約も手伝って， 7 : 30前後の起
床が多い様にも思われる。
② 子供の就床・起床時刻に対し，親が理想とする時
間帯についてみると，就床時刻では（図34),20 : 00-20 
: 30の時間帯が最も多く， 45.l % （男児43.7%，女児
46. 5%）で，女児の方が若干高い率であった。次いでは， 21: 00-21 : 30の時間帯で32.2%
（男児34.4%，女児29.9%）で，男児の方が高い率であった。 3位の時間帯としては， 20:30 
（’r1 lー7:co 



















0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
（丹後）～8・：o
s:oo～s:30 r. ., 43.7 '.r ＂ヨ：n
s:30-9:00 r:ご:z;Ji9.l






0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
（午前）～6:30
6初側醇盟由。















（単位名拓） ると（図35),7 : 00-7 : 30の時間帯が， 64.l % （男














図 全体 の時間についての実態と理想とでは，単純にみて， 1時
間30分の時間を，も う少し，寝かせておいてやり度いと
考えられている様である。これに対し，理想とする就寝時間をみると （図36），最も多かった








図37 親から見た子ど 図38 子どもの身長・体重について平均 図39 子どもの身長・体重について平均
もの体格につい に比してどうみてますか ①身長 に比してどうみてますか②体重
て （単位名。出） （単位名 %) 





















図40 子どもの体格について母親の理 図41 子どもの体絡について母親の理
想、と比してどうですか①身長 想と比してどうですか①体重 も，高い率で，理







よる「高いJを大きく上回り，特に男児については， 40.0%，女児には， 31.8%と，何れも 「背
（単位名：出）

























































































て居り，女児の親の方が， 若干高い率で記入されていた。 内容としては， “規則正しい生活を
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